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        鉛亜鉛硫牝混合鑛 の灘式冶金法

        に 於 け る 蒼 鉛 の 動 作(一)

                       渡邊 俊雄、 仲田 旭

   一 概 説    が比較的短時間院 結 け こ。熟天秤の讃み

 現今鉛冶金場は有力 な る蒼鉛の産出場所 はスケー-inノレ1糎=0.006琵 としナこ。

で あるQ鉛 ・亜鉛の硫化混合鑛中には普通  焙嶢方法は50。Cづ ・温度 を 上 げた後ス

蒼鉛 はBi, S,の 形で存在 すると信ぜ られて ヶ一2vの 讃み を とり、重量 に獲化 がある問

ゐ る。 テ・一一トン法を行 ふ ときにM其 各工程 は其温度 に保 ち、愛化 が止んだ時、次の50

に於 て蒼鉛が如何な る憂化 をなすか を研究 OCを 上 げ、逐次繰返 して950。C迄 讃んだ。

す ることはb此 灘式法の経濟的債値 に大 な 一試料毎に此試験 は4-6時 間を要 しナこ。前

る關係が ある○我 々は此灘式法研究 に引績 に述べナこ様 に淺 い丑藍をつかつた けれこも、

き之に關 して實験 しナこ。         猶下 層の酸化 は充分 ではなかつナこ。 帥鑛石

   二 酸 化 焙 焼 に於 け る   を充分掩撫.つ ・焙嶢 け 腸 合 と其結果 を

    蒼 錯 の 愛 化       異 にしナこ。方鉛鑛・閃亜鉛鑛 に就 て も熟天

鑛石幡 鉛が硫働 として含 ま紅 ゐる 秤蝋 を併賄 つたが・復轍 の事 とて爾

ときには、之を懸 ゆ 篠 の存在で力嚥 し、 種鋤 曝 化の餓 け ・ものカ{顯はれ・明

轍 澱 縞 めると、焙嶢鑛中にをま硫酸蒼 確なる撫 を示すことは出來なカ)つナこが・

鉛の蝿 と酸化蒼鉛の舞 が含 まれる。自ロ 期 線 こよつ囎 大膿の輝 攣化を可な り

主 としてBl,・ 、及Bi、(S・ 、),と な る。 ・の に郷 ことが出敷 ・

Bi,,(SO、)3は 水 には極 め微量溶解す るのみ  實ee・w 試料硫化蒼鉛鑛 山梨縣産

        σ)             _

鵬 離1灘 ∵繍i齢 成分i ・・Bi・ …e 1 Zn 1 S

力姻 な る糖 在 して居 ・か鰯 るに%1… 血 ・66gl…1 2・・293・

は普逓の分析法では不充録 である○我 々は   粒 の大 さ 200-250目 鱗

鰍 秤を以磯 石の焙嶢中磯 罎 化を測 試料雌 樋 羅 ・分剛5立 詮 羅 時

定しtzO                 問4時間
。

 試料 とし粉末鑛石 を とり、室氣 を逸 りっ  實験結 果 は第 …表及第一圖の通 りであ

tS漸次温度 を高 めナこo          るo

試料 は灘2糎 課0・6勧 磁 製圭1蝸磯 ㎜
(1)。 漏 轟 。db。c1、 d,漏 。,g. CIIE轟.、,6、

い蓋の中に一様 の厚 さに しき加熟 しナあ 蓋

が淺かつすこので㌔各温度 に於 ける化學愛化



  2

  第一表 諸硫化鑛物の熟天秤分析   なる方鉛鑛に關して熱天秤試験を使つナこo

讐 轡 瞬 劉黒響1ギ岡響
1:1;.。5 [ %睡 一 一25巨42・ ・

              ケ

 300  2.oo  " .07 .1.5   粒 の大 さ 200-250目 筋

 350  〃  〃  2.5  3.0  通氣 量、全 焙嶢 時間前實験 に同 じ。

  むむ     ゑ      エロ       ヨのむ       リヨ

 45。 1.5。 2., 6.。 5.。 實 瞼 結果 第 一圖及 第 一表 の鋤 で あ る。

 500  0.50 2.5  7.2  5.0   350。CilN'近 迄 は 僅 か に 減 量 す る。4000C附

 550 +o'70 2'7  7'3  4'8  近 よ り600。C附 近迄 は梢 著 し く減 量 す る○
   ラ     ユロらむ     ロら       ロら       ロ 

 650  2.oo 1.0  5.8  4.2  600。C附 近 か ら急激 に増 量 し始 め850。C附

 700  2・10 +1・0  4'0  4'0  近 で増量 の最 大瓢 に達 し、猶昇 温 すれば急
 フらむ       らむ    お む     ユらロら     コ ロら

 800   7.00  9.0   18.0   2L5   激 に減 量 し始 む0

 850 820 9・8 19・5 23・1  此 試 料 に は12%の 亜 鉛 を 含 ん で ゐ て 、 矢

;lll:1」 妾1。分),。鷲 。分,,4顎 。分、 張b其 羅 が ある筈で ある・ よつて閃鼎

全焙嶢   4  4   6   6  鑛 に就て同種實験を行 つtこ。
時 間

                    實瞼試料 閃亜鉛鑛 棘岡鑛山産o・5琵 300。C迄は鑛石の目方は漸次減少す
。水                ._一一

分或は化鰯 嚇 によるもの拙 よれ 成分國 ・・ 肉 司 ㎝ ・

嬬 雛 擁 灘 窓61繍.・,2…5-s…1 …61 30.io

近 よ 礪 び舗 囎 し、85・・Cに 磁 大i・ 粒の大 さ・通氣踊 の實験に同 じ・焙焼

達 し、猶澱 を上 げると鰍 に腿 し始む 時間 塒 間・

るo                 實瞼結果 第一表第一圖の通 りであるo

 以上の記述か ら次の様 なことが察知 され  350。C附近か ら急激に減量 し始 め、550。C

る。              附近 よ ら少 しく増量 し始 め・600-650。C附

  350 _400。Cで 重量増加黙 あること  近 で最大増量に達 し㍉700。附近か ら急激に

  650-7000Cに 分解黒占あ ると     減量 し始 め、8500C.以 上になると緩漫なる

  7ら0。C附近か ら急激 に重量 を増す こと 減 し方 になる。此現象 は細倉鑛石 を俘選 に

  9500C附 近 にて著 しき減量瓢 あること か けて得tz亜 鉛含有が大 なる鉛・亜鉛混合

 尤 も此鑛石 は鉛の37%を 含 むので査鉛鑛 鑛(SiO215・5%・Pb11・61%・Zn39・25%・Fe

及方鉛鑛の合成結果が現 はれてゐ る。蒼鉛 833%、S24・3G%)に 就 て も實験 しナこが略同

鑛 の軍濁曲線 を得 るナこめに次に比較的純梓 一 な る結果 を示 しすこ。(第 一表第一圖墾照)
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 熔燈蒋に論ける蒼 鉛興弛諸鑛i麹の勤権     1)bSO4十1)bS訟2Pb十2SO2

 以上四つの場合 を綜合 してtS硫 化蒼鉛の      2Pb+O,・ ・= 2PbO

焙焼時の紀學反慮 を考察 しナこいo       或PbSO,+PbS+02=2PbO+2SO2

 閃亜鉛鑛及方鉛鑛の酸化焙嶢に於 ける化  方鉛鑛 の含鉛 が高 いと、焙焼 の時に塞氣

學反癒に就 ては。既 に化學鼻析によつて之 との接燭が不十分 であれば、未分解 のPbS

を明かに しナZが、 それ と今 回の實験の結果、 の量多 くな り、土記の反慮が趨 つてPbOを

を併せて考ヘナこいQ           生す る。此PbOは 鑛石 申の珪酸 と結付つて

 閃亜鉛鑛 は35り一C-4000C附 近か ら   溶融 し易 き珪酸鉛 を作 り、次の溶解操作 に

   2Zlr S十302=2Z1!0+2SO2     於て鉛 の溶解責牧 を少 な くす るo帥 ち酸化

の反癒が趨 弧 濫度 の土昇 と共 に其反感速 焙嶢 を要す る灘式製錬 では原鑛の鉛含有は

度 も早 くな り熱天秤 に減量讐化 として現 は あまり多 くない方 が却 つて利盆 であるo左

れ るo                程精 密な る優先津選法 なごを行 ふ必要が な

 一方方鉛鑛 は5500C附 近か ら次式 の増量 いのであるのみな らす、却 つて有害であ る

    PbS十202・=PbSO4             こと力了分つす30

墾化 があ るo此 爾荏蹟物を含 む鑛石が600 蒼鉛鑛の成分が前述 の様 な もので37%強

。C-6500C附 近迄僅かな る増量 をあらはす の鉛
、27%弱 の蒼鉛 を含 んでゐ るもの とす

のは後春のナZめに起 る増量が前者のナこめに れば、熟天秤 曲線の300。C附 近であ らはれ
                           (1)
起 る減量 よ り多 か つセ 、めで あ る○ 併 しそ た増 量 は蒼 鉛 の酸化 に主 として基 くこと ・

れ以上 に温 度 が上 る と前者 の反 慮 が烈 し く な る。 帥 ち圭 として次 の反慮 が起 る と考 へ

起 リナZめに曲線 に は減 量 として あ らは れ、る   B12S3十602=Bi2(SO4)3     1

の で あ るo               得 られ るQ(3)の 反 慮 も趨 るが、此低 濫 で は

 併 してPbSを 圭成分 とし、且 つZnSを 含 叉(4)の 反憲 が趨 つ て結 局 鈴量攣 化 とな る。

む場合 で は3500C-400。C附 近 では減量 攣 濃度 上昇 して650つC-7000Cに 達 す るこ&、

化 が あ らは れ る。此濃 度 では まだPbSの 酸 これが分 解 し、 SO3が 飛 散 して

化 が あ ま り薫暑らな いか らMか 、る結果 とな   Bi2(SO4)3=ご 玉3i203十3SO3   2

るの で あ る05500C附 近 に達 す る とPbSの  Bi2S3十302=Bi203十3SO2   3

酸 化 が著 し く趨 尻 且 つPbSの 含有 がZnS  2Bi、O、+6SO、+30、=2Bi、(SO.i):s…4

に比 して大 な るがtzめ に、其 増量憂 化 も大 反懸(2)は 左 よ り右 に進 み 、減 豆 を示 す こ と

き くな る08500C附 近迄 此 反鷹 は進 む が、 ・な る。併 し叉此 附近 の温 度 に てはPbSOl

これ以 上 に な る と未 だ焙 焼 せ られす して痩 の生 成 に基 く塔量 が あ るセ めに、此 雨反 歴1

つ てゐ陀PbSが1)bSO、 に働 いて次 の化 學 結合 の結 果熟天 秤 では一.・一一時重量墾 化 がな い

反慮 を趨 し調O,を 登 散 す るた めに減 量愛 様 に あ らは れて ゐ るQ

化 として あ らは れ る。       蜜験 鰯 市販 の繍硫 酸蒼 錯 を焙 焼 して、 分
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                  萬τ㌧略 雌 嘩 、楯じ。
                    」

析 しtzが 次の様 な結 果 となつナZo     で あつた。又850。C以 上 の君度 では 璃03は

温 度(OC)Bi含 有奉(%)  形     直 にSio、 と結合 して不 溶解性 の珪 酸購 を作

 常 漁  3 6・O Bi、(SO、)3・3H20弱 酸性 るこ 蕊 高温 に於 け る挿 我重 の極 めて少 な

 350-400 57・75 Bi2(SO4)3       い こ とな1ごを實 験 に よ り確 め7こ0

 700-800 89、5 13i20,,         ヌ市 販 硫 酸蒼鉛 の熟 天 秤 に於 け る重量i攣

7000Cで 焙嶢 しナこもの はb全 く黄 色 のBi203化 の 曲線 は次の様 にな つナZo


